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RVO名前 医大変総を形成した締アスペlレギルス症に対し lt線路胸援合併切除をN'う胸鎖
腕全j高橋を施行したlfiU
自治阪科大学医学部外科学講座呼吸器外科学部門
佐藤幸夫，大幸子真一，遼藤智哉，手塚療事ti.金子j二議j玄，
lt本氏-手塚懇志.長谷川開1]. 遠藤俊輔，塚国博，蘇服務部
区大変i討を形成した腕アスベルギルス誌に対し，.It範出擁壁(第2--
12助長・)合併切除を伴う斡腹部会犠持jを議行したー併を報告する.症
例法52t設男性， 41成時;こ締結i僚の援往がある 1ij': ljiから!客撲に
ちlycooacteriumszulgaを投乱抗結，核薬を投与したが.肝障!?存の為
1J1離した.多驚の灰白色銭・炎症所.~の再燃を認め入院.結実質は被
壊きれ.日大令?iそ溺となり，気管支と議を形成していた気管支鏡に
て多愛のアスペルギルスi警捜を認めた.抗手足i若菜投与するも完治i立国
難で.手菊 I~ 的 iこ外務報介された.擁壁へのアスペルギルスの法務の
可能性があったこと・街後書記殺を残さない挙がアスペルギルス疲野発
を紡ぐ為に肝裂と考え.広範限、胸壁(第2~12肋骨)合評切除する島持
続締金鱗j誌を施行した.前鋸筋弁を}Jli尖に，広背筋弁を長li内部に充填
し!現腕した手f?i時跨は5時間40分，出取最は2300mlであった広範
!荊{ご線~を合官?なj除した為. H語調;形成持j哉と r~j裁に死惣はなくなった.
箭後経過去許で.術後2:f:1Oヶ月アスペルギルス誌の持燃はない.通
常のP号機法での燐撲締金的結では捻野が不良で鋳変の切訟に部議を符
う部殺もあるが")ド1~式でiえ整容よの[m訟はあるが. 1説野が良好
で坊訟が容易かつ病変の取り残しの可能性が少ない.2弱i離樹積が減
少する為lHjflt最が減少し手街時総を短縮できる.3番号後の死殺が減
少する為.数鵜雰:の合幹症の危険が減少する:やの利点がある，
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